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特定非営利活動法人
通院介護センター 
さ わ や か

年
四
月
よ
り
「福
祉
有
償
運
送
」

の
許
可
事
業
所
と
な
り
、
法
律
改

正
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
患
者
さ

ん
の
送
迎
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
特
に
、
道
路
連
送
法
及

び
道
路
交
通
法
の
改
正
や
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
「さ

わ
や
か
」
の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
が
降
り
か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
問
題
を
討
議
し
て
い

た
だ
く
大
事
な
総
会
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
、
と

あ
い
さ
つが
あ
り
ま
し
た
。

福
腎
協
岩
崎
真
一副
会
長
が
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
事
録
署
名
人
に
加

峯
東
樹
理
事
と
高
原
由
美
理
事
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
よ
り
資
格
審
査
報
告
が
あ

e 3: 国- ',o 、・・
第 '. .'.、''、t,,, 

「さわや力'....,l;. ｠"総.会..｠". 
開かれる

五
月
二
十
八

日
(日
)
ウ
工

ル
と
ば
た
(北

九
州
市
)
六
階

公

盡

-

r

さ

わ
や
か
」
第
三

回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

梶
原
副
理
事

長
が
、
開
会
宣

言
を
行
い
、
続

い
て
山
田
理
事

長
よ
り
、
「さ

わ
や
か
」
は
今

り
、
総
正
会
員
数
二
十
七
名
、
出

席
者
二
十
四
名
、
う
ち
書
面
表
決

者
数
八
名
、
欠
席
者
数
三
名
で
、

こ
の
総
会
は
成
立
す
る
旨
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
審
議
に
は
い
り
ま
し
た
。

山
田
理
事
長
よ
り
情
勢
報
告
(さ

わ
や
か
新
聞
百
十
二
号
掲
載
)
と
、

定
款
の
一部
変
更
の
提
案
と
理
由

が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
寄
友
事
務
局
員
か
ら
、

活
動
の
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

(裏
面
に
掲
載
)

次
に
、
梶
原
副
理
事
長
よ
り
平

成
十
七
年
度
の
収
支
決
算
報
告
が

あ
り
、
小
田
睦
美
監
事
よ
り
会
計

監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
田
理
事
長
よ
り
活

動
方
針
(案
)
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
高
原
理
事
よ
り
事
業
計

画
と
十
八
年
度
予
算
(案
)
が
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
定
款
に
よ
り
役
員
改
選

の
年
と
な
って
お
り
、
現
役
員
全

員
が
再
任
に
同
意
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
一回
理
事

会
を
開
催
し
、
理
事
の
互
選
に
よ

り
新
理
事
長
に
山
田
浩
美
氏
、
副

理
事
長
に
梶
原
待
子
氏
と
、
岡
俊

一氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
社
員
の
中
よ
り
、
預
託

金
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
、
個
別
に
対
応
す
る
と
の
議

さ
き
の
第
三
回
総
会
に
お
き
ま
し

て
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

「さ
わ
や
か
」
に
関
わ
り
始
め
て
六

年
に
な
り
ま
す
が
、
た
い
し
た
お
役

に
も
立
て
ず
に
過
ご
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 こ
こ
に
き
て
副
理
事
長
と
い

う
大
任
を
い
た
だ
き
強
く
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
。 山
田
理
事
長
の
下
、

私
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
見
つ
か

れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

さ
て
「さ
わ
や
か
新
聞
」
で
も
通

院
送
迎
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
厳
し
い
現

状
が
毎
号
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 大

き
な
変
革
の
時
期
の
真
っ
只
中
で
す
。 

た
だ
、
今
ま
で
グ
レ
ー
ソ
ー
ン
で
あ

っ
た
移
送
サ
ー
ピ
ス
が
法
的
に
確
立

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

か
わ
い
泌
尿
器
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

岡
俊
一 

- 長
の
発
言
が
あ
り
、
議
事
は
継
続

審
議
に
な
り
ま
し
た
。

議
長
が
解
任
の
辞
を
述
ぺ
、
梶

原
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ

つが
あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

,

・

2

業
所
に
な
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
が
不
可
欠

な
の
は
い
う
ま
で
も一あ
り
ま
せ
ん
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
事
務
局
の
結

東
力
が
「さ
わ
や
か
」
の
一番
誇
り

と
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
一番
の

カ
に
も
な
る
も
の
と

f

0
 

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

〇
 

-一nに頑張りまし 
y

足
一兀が
し
っ
か
り
し
て
、
強
固

基
礎
が
で
き
た
訳
で
す
か
ら
、
今

で
「さ
わ
や
か
」
が
培
っ
て
き
た

験
を
積
み
上
げ
て
い
け
ば
、
ま
す

す
利
用
者
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る

大
福社有置連迷車iの任量操R 事;.. 自家用で認00';れる 観算要｠"''

福祉有償運送車両の任意保険に関して
下記の保険会社より回答がありました
ので、お知らせいたします。

①㈱損害保険ジャパン 2006年4月17日以降適用
②東京海上日動火災保険㈱

2006年4月26日以降適用
③あいおい損害保険㈱ 2006年4月28日以降適用
④三井住友海上火災保険㈱

2006年5月l日以降適用
⑤日本興亜損害保険㈱ 2006年5月8日以降適用
⑥全労済(持ち込み車両のみ) 

自 
家 
用  

特種 
(身体障書 
者輸送車 ・ 
車いす 
移動車 )  

小型 '普通 l cキj'!1jピング1;00l;)l 精定日1名以上:自家用'tス 乗合 能 印a;ill二:自需  

軽 lcflF章'!1資ピング以外)1自家用軽四輪乗用車 l 

乗用  小型 ・普通 l 営業用乗用 l 自家用乗用車 l 

乗合 l 営業用バス l 自家用パス 1 2005年12月
(2006年6月 13 日現在) 



一aff
H大組

全
腎
協
結
成
三
十
五
周
年
・法

人
設
立
十
周
年
記
念
全
国
大
会
が

五
月
二
十
一日
大
阪
国
際
会
議
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
千
七
百

十
八
名
の
参
加
が
あ
り
「さ
わ
や

か
」
か
ら
山
田
理
事
長
と
梶
原
副

理
事
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
腎
臓
病
患
者
協
議
会
会
長

池
永
孝
夫
氏
の
歓
迎
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
側
か
ら
油
井
清
治
全
腎

協
会
長
が
、
今
回
の
大
会
は
昭
和

四
十
六
年
に
人
工
透
析
を
必
要
と

す
る
腎
臓
病
患
者
の
医
療
と
生
活

の
向
上
を
目
指
し
て
、
ま
さ
に
患

者
の
命
の
声
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
、
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

患
者
の
訴
え
と
し
て
、
山
形
県

の
鹿
野
さ
ん
、
兵
庫
県
の
戸
梶
さ

ん
、
大
阪
の
高
山
さ
ん
の
三
人
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

お
昼
か
ら
は
「こ
の
国
の
医
療

3
を
考
え
る
」
と
題
し
て
鼎
談
が
行

..n・わ
れ
ま
し
た
。
全
国
保
険
医
団
体

一-.連
合
会
会
長
の
住
江
憲
勇
氏
は
現

鐵
.在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
r医

3
療
制
度
改
革
」
の
具
体
的
な
内
容

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
良
い
医
療
と
豊
.-ーと
日
本
と
世
界
の
医
療
費
比
較
に

か
な
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
か
い
、一n
っ
い
て
、
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
透
析
人
生
を
楽
し
み
轉

福
岡
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議

な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活
が
安
心
3
会
事
務
局
次
長
の
中
島
由
希
子
氏

し
て
生
き
て
行
ナ
る
社
会
制
度
こ
雄
は
患
者
と
事
務
局
専
従
者
の
目
か

な
る
よ
う
に
が
一
ば
り
ま
し
ょ
｠
"
ーつ、病
ら
見
た
「障
害
者
自
立
支
援
法
」

と
い
う
訴
え
で
し
た
。 

f一一と
「診
療
報
酬
改
定
」
の
患
者
へ

記
念
講
演
と
し
て
鳥
羽
水
族
館
f
の
影
響
に
っ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

名
誉
館
長
の
中
村
幸
昭
先
生
の

雄

油
井
清
治
全
腎
協
会
長
は
全
腎

「人
生
は
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ

く
」
と
題
し
て
ュー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
る
お
話
で
し
た
。 人
生
は
く
よ

く
よ
し
な
い
で
辛
い
こ
と
は
き
っ

報i

協い
社が声
団三を
法十集
人五め
の周て
認年結
可を成
を迎さ
受えれ
けまた
てし全
かた腎
轉:,游,4義的,

ら
十
周
年

#期,

と
い
う
記

念
す
べ
き

節
目
の
年

で
、
し
か

も
、
大
阪

で
の
開
催

と
な
り
感

ぱ
り
忘
れ
て
、
明
る
い
こ
と
だ
け

を
胸
に
、
明
日
に
向
か
っ
て
前
向

き
に
歩
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

「ア
」 
・
・
・あ
せ
る
な

「オ
」 
・
・
・怒
る
な

「イ
」 
・
・
・威
張
る
な

「ク
」 
・
・
・<
さ
る
な

「マ
」 
・
,
・負
け
る
な

こ
の
「ア
オ
イ
ク
マ」
を
常
に

心
に
持
ち
、
せ
っ
か
く
の
一
っ
の

協
の
立
場
か
ら
医
療
制
度
改
革
に

対
す
る
「全
腎
協
の
主
張
」
に
っ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
回
は
、
癒
し
の
プ

ログ
ラ
ム
を
と
い
う
こ
と
で
特
別

講
演
が
設
定
さ
れ
て
い
て
河
内
家

菊
水
丸
師
匠
の
「菊
永
丸
の
健
康

法
」
と
題
し
て
楽
し
い
講
演
で
し

た
。 今

年
も
全

交
流
、
有
意
の
方々
と
の
再.Z1:｠"

・ S、

来
年
は 

さ
れ
ま
す0 

の

量、

一日
で
し
た
。 

で
大
会
が
開
催

の
皆
様
に
九
州

の
人
情
に
触
れ

命
なの
だ
か
ら、
天
寿
を
全
うし
報e｠"鐵,
に
来て
ほ

｠"意t;:式.t,
て、
人の
た
め
世の
ため
に
尽
く
時｠"

ま
た
来
年

に

.静i 

命でぁ
る、
と
講
演 l 
さ l 
れ
ま・・
し
た ｠"

0to第
た0 

い
ま
す
。｠
"
・｠
"
',--'、'. 

で
逢
いま
ー 

帰
福
し
ま
ー 

八a ・小倉事集所合算
M8年:;月;l日現在

第5国北部'iill三県合同ポ二7ンティア研修交流会
Hl7.7.Z4 ≪がlallld:かll:llポ二,lンテ ァ≫
(性資県) ・・・日常の迷理体験器 ・イ ・・
第Z;国ポニランティア研修実流会
Hl7.11.Z0 [福n市民防要センター]

(地震体験 ・相火調構)
パスハイク ≪福a:有lt連迷について≫

講南山国港美
第Z4国ポニランティア研修実流会Hl8.Z.lZ [八aロイヤルホテル]

≪生活習構5について≫
開 江頭算程子医南

=
お
詫
び
と
訂
正
=

「さ
わ
や
か
」
新
聞
百
十
二
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
、

左
記
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

※※ ※

千
九
百
二
十
年
に
六
月
十
日

を
「時
の
記
念
日
」
と
制
定
。 

驟
雨
 (し
ゅ
う
う
) 
・積
乱
雲

や
高
層
運
な
ど
、
高
い
雲
か
ら

降
る
に
わ
か
雨
。

地

雨
 (じ
あ
め
) 
・低
く
た

れ
込
め
た
層
状
の
雲
か
ら
降
る

長
く
じ
と
じ
と
と
降
る
雨
。 


